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　熱、力、電磁気は皆マックスウ
ェルの方程式に集約される。なら
ば熱にもインダクタンスに相当す
る概念はないものだろうか。
　とりあえず面白尽くで熱インダ
クタンスについて考えてみた。

＊＊　直流熱回路　＊＊

　熱は温度の高い所から低い所へ
と流れていく。温度を電圧にたと
えれば熱流は電流にたとえる事が
できる。温度差と熱流の間には熱
抵抗があり、オームの法則、キル
ヒホフの法則が成り立つ。これら
から、熱回路が構成できる。
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　図１：直流回路

　これを基本に、放熱器はいかに
熱抵抗を下げるかを問題にするし、
断熱材はいかに熱抵抗を上げるか
を問題にする。

　とりあえず直流回路はできた。
では、交流についてはどうだろう。

＊＊　熱インピーダンス　＊＊

　「熱容量」は存在する。電磁気
学的な「熱誘導」は概念としても
考え難いが、力学的な「熱慣性」

ならまだ可能性を感じられなくも
ない。ただし呼称としては電気回
路で考えるのが解り易いので「熱
インダクタンス」（熱誘導）のま
まで続ける。
　力学でも、質量（慣性）とばね
（弾性）とを組み合わせて振動回
路を構成できる。振動回路は固有
の振動数を持ち、共振する。
 熱でもインダクタンス（慣性）
を見つける事ができれば、熱共振
回路を構成できる。

＊＊　熱共振回路　＊＊

　熱共振回路ができれば、まず考
えられるのは断熱壁への応用だろ
う。１日周期で変動する外気温の
変化を遮断して、終日内部の気温
を保つ恒温室を作るのに、日中は
冷房、夜間は暖房といった熱エネ
ルギーの頻繁な出し入れが必要な
くなるためかなりの省エネルギー
が期待できる。
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図２：熱共振隔壁

　更に「日」単位のみならず
「年」単位の隔壁も作ればタイム
カプセル等外界との熱交換だけを
遮断すればよい用途にはエネル
ギー消費なしで恒温処理が可能と
なる。
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　ただし、直流的な熱流は遮れな
いので、外気温とかけ離れた恒
温・低音に保つにはアクティヴの
熱交換器が必要になる。これは電
気回路の直流電圧源に相当する。

　熱共振回路の実用化は冷暖房に
費やされるエネルギーを飛躍的に
減少させる事ができるだろう。生
活空調だけでなく、工業的にも有
効な用途は多いと期待される。

＊＊　熱DC-DC変換　＊＊

　熱インダクタンスが実用化され
るようになると、次には熱ＤＣ－
ＤＣコンヴァータが可能になる。
　熱流に慣性を与える事で高温や
低温を作り出す新種のヒートポン
プが可能になる。
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図３：熱DC-DC変換によるヒートポンプ

　スイッチがＯＮになると熱イン
ダクタＬを通る熱流が増大する。
熱流が大きくなったところでＯＦ
ＦにするとＬは熱流を保とうとし
てＣへと熱流を流し込む。ＯＮ／
ＯＦＦのタイミングを調整すると
ＣにはＥよりずっと大きな温度差
を発生させる事ができる。
　これ高温よりむしろ低温の実現
に貢献しそうである。現在の断熱
膨張・断熱圧縮による方法よりず
っと手軽に、かつ短時間に超低温
を作り出す事ができそうである。

液化ヘリウムからアイスクリーマ
まで、期待される応用範囲はかな
り広い。

＊＊＊　熱発振　＊＊＊

　熱共振をアクティヴな回路に組
み込んでエネルギーを与え続けれ
ば発振も可能である。急激な温度
変化は多くの物質を崩壊させる。
工業的にはこれまでコストのかか
っていた粉砕処理等を
容易にしたり、更に新しい技術を
生み出す素になるだろう。
　ただし兵器に利用されるとやっ
かいである。固形物を短時間にボ
ロボロにしてしまう熱発振爆弾や、
熱発振を更に空間上でコヒーレン
トにする事で熱レーザーを発生さ
せれば、子供騙しでしかなかった
「冷凍光線」も現実のものになっ
てしまうかも知れない。

＊＊　＊＊　＊＊

　あくまで面白尽くで、仮想的な
「熱インダクタンス（熱慣性）」
の存在する世界の一部を想像して
みた。しかし、現段階ではＳＦで
しかなくても、将来熱インダクタ
ンスが発見されないという保証は
ない。むしろ豊かな想像力が新し
い未来への向上心につながる事も
多い。
　当研究所はオーディオ研究所で
あるため、熱の研究は専門外であ
る。思い付きを発表するのみで特
により深い研究を続ける意志はな
いが、公に発表しておく事で熱関
係の研究家が興味を持ってくれる
と嬉しい。

＊＊　参考文献　＊＊
　・暖房器具取扱説明書
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